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重点課題

　　１．総合的治安対策の推進（地域力再生関係）

　　　～その具体策として～

　　　・地域安全センターの設置促進

　　　・少年補導センターの設置促進

　　２．地域住民主役の防災まちづくり

　　３．大阪府庁の災害対応力の向上（府庁ＢＣＰの推進） 

２【重点課題：地域住民主役の防災まちづくり】

	遂行目標

（プロセス）
	業績目標

（結果）

	【①戦略課題の目標】
	【④ｱｳﾄｶﾑの数値目標】

	～住民・企業が防災のメインプレイヤー～

【将来ビジョン：災害がきても大丈夫！大阪づくり戦略】

○ 地域住民の防災意識の向上と防災

　活動への参画

○ 官民協働の防災まちづくりの具体化
	○　府民意識・認知度・満足度
（リサーチパネル）

・住民自らの取組、地域の取組（今後設定）

	【②施策推進上の目標】
	【③ｱｳﾄﾌﾟｯﾄの数値目標】

	① 住民の自助・共助による地域防災活動の促進

・土木事務所と連携した啓発を全市町村で展開
　　住民参加の実働訓練

　　防災講演会

　　防災イベントでの啓発

　　DIG訓練（簡易型図上訓練）
　　※民間住宅耐震化啓発とも一体的に実施

・住民・企業等が参画する防災訓練・啓発イベントの実施（協力）

・自主防災組織の活動実態の把握（現在アンケート集計中）とそれを踏まえた取組の強化
② 大阪駅周辺の帰宅困難者対策の検討
開始　～大都市圏特有の課題への対応～

※関西圏における広域的な取組を視野 
・府・市連携による官民共同の検討組織の設置・運営
	1 自主防災組織率の向上と未設置町

の解消

・組織率100％をめざし、今後3年間で組織率50％未満の市町村（23市町村）をゼロへ
《参考》 50％未満市町村をゼロにすると

組織率74.6％（H20.4時点）→80％以上に
　・未設置町の解消

検討会の議論を踏まえ今後設定

 


３【重点課題：大阪府庁の災害対応力の向上（府庁BCPの推進）】

	遂行目標

（プロセス）
	業績目標

（結果）

	【①戦略課題の目標】
	【④ｱｳﾄｶﾑの数値目標】

	～大規模災害時にも確実に

機能する府庁へ～

○ 府庁業務継続計画（BCP）の策定と

それに基づく災害対応力の向上

※ＢＣＰ：災害により府庁の人的・物的資源が制約される中においても、必要な業務を継続・早期復旧させるための計画
	○　府職員の習熟度・対応力（訓練参加
職員等アンケート）

　・訓練を通じた課題把握とBCPのバージョン
アップ(必要な対策の具体化）


	【②施策推進上の目標】
	【③ｱｳﾄﾌﾟｯﾄの数値目標】

	· 府庁業務継続計画の策定と

全庁的な定着

　・全庁版BCPの策定

・部局版BCP検討のための推進会議の設置・
開催

　・BCPに基づく各部局の業務の徹底

· 府職員の実践的な防災訓練の実施
(ＢＣＰの検証)
　・職員参集確認・連絡、代替設備の確保・調整等
	· 全庁版BCP策定を踏まえた

部局版BCPの策定

　・1部局と1課（H21年度当初）

　→　全部局（年度末目標）

○ 全部局の訓練への参加




資料４





（案）





私の想い　危機管理監　藤岡　巧一





○　私は、防犯・防災のまちづくりを強力に推進し、


府民の皆さんに、より高いレベルの安心・安全を


実感していただけるよう力を尽くしてまいります。


防犯や防災の取組みは、地域の力なくしては


実現しません。推進のキーワードは


「地域力の再生と強化」です。


○　そこで私は、市町村や学校、企業、地域住民などが一体となって進める防犯・防災活動を広域行政の立場から支援するとともに、必要な条件整備を行い、「自らの地域は自らが守る」「相互の協力、助け合い」を基本に、地域住民や企業が主人公の防犯･防災まちづくりを推進してまいります。


○　また震災直後の帰宅困難者対策など、個々人や地域力だけでは補いきれない広域的な課題に対応できるよう、府としての備えを着実に進めます。











顔写真








＜平成21年4月30日　戦略本部会議資料　：　危機管理監マニフェスト(案)＞

